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1．背景と研究目的 

グラフェンの結晶構造を維持したまま、グラフェンを構成してい

る炭素元素を周期律表で同族元素であるシリコン、ゲルマニウム、

スズ、鉛に置き換えた物質を創製する研究が最近注目されている。

14 族ポストグラフェン物質は、シリセン、ゲルマネン、スタネン、プ

ランベンがあるが、2012 年、2014 年、2015 年にシリセン、ゲルマ

ネン、スタネンについては実験的創製に成功している（図１）。本

研究の目的は、プランベンを創製することである。 

2．実験内容 
実験は、パラジウム結晶表面に鉛を蒸着後、種々の温度で真

空加熱しパラジウム鉛合金薄膜を作製した。試料を冷まし、プラン

ベンが創製できたかどうかを走査型トンネル顕微鏡（STM）により

直接観察し、また、放射光による内核光電子分光（PES）により、

ハニカム格子の構成元素を特定する。 

3．結果および考察 
原子分解能 STM 像を図２に示す。単位格子 0.5nm のハチ

の巣格子が形成されていることがわかる。原子一つ一つを示

す輝点の大きさや高さが同じであることから同一元素からな

ることがわかる。構成元素を明らかにするために、Pb 及び

Pd の内核光電子分光を行なった。PES 信号強度の検出角度依

存性から表面に Pb が存在していることが判明した（図３）。

以上より、プランベンが創製されていることが明らかとなっ

た。 
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図 1 グラフェン及びポストグラ

フェン物質の論文掲載数 

図 2 プランベンの原子分解能

STM 像 

図３ 鉛とパラジウムの PES 信号

強度の検出角度依存性 


